
歴
史
は
未
来
の
羅
針
盤

　
『
近
江
日
野
の
歴
史
』
第
四
巻
「
近
現

代
編
」
を
発
刊
し
て
以
来
、
近
現
代
の

日
野
の
姿
を
様
々
な
視
点
か
ら
紹
介
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
、

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
道
路

改
修
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

明
治
期
の
道
路

　

日
野
町
域
の
道
路
は
、
明
治
半
ば
ま

で
、
道
幅
の
拡
張
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ

て
お
ら
ず
、
江
戸
時
代
末
期
の
道
の
ま

ま
で
し
た
。
明
治
初
期
の
記
録
に
よ
る

と
、
御
代
参
街
道
で
も
広
い
と
こ
ろ
で

「
道
幅
六
尺
」︵
六
尺
＝
一
間
＝
約
一
・

八
メ
ー
ト
ル
︶
程
度
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

ま
た
、
橋
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
恒

常
的
な
も
の
で
な
く
、
水
の
流
れ
の
部

分
に
板
を
渡
し
た
程
度
の
も
の
で
し
た
。

　

日
野
町
域
で
は
、
明
治
半
ば
以
降
、

各
地
で
大
規
模
な
道
路
改
修
工
事
が
開

始
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
荷
車
・

人
力
車
・
馬
車
の
通
行
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
る
よ
う
、
道
幅
を
拡
張
す
る
こ
と
が

　『
近
江
日
野
の
歴
史
』
第
一
巻
「
自
然
･
古
代
編
」、
第
二
巻

「
中
世
編
」、
第
三
巻
「
近
世
編
」、
第
四
巻
「
近
現
代
編
」、
第

五
巻
「
文
化
財
編
」、
第
六
巻
「
民
俗
編
」、
第
七
巻
「
日
野
商

人
編
」、
第
八
巻
「
史
料
編
」、
第
九
巻
「
絵
図
・
要
覧
編
」
の

各
巻
は
、
教
育
委
員
会
や
各
公
民
館
に
お
い
て
、
一
冊
四
千
円

で
好
評
販
売
中
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

そ
の
目
的
で
し
た
。
そ
の
一
例
を
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

　

明
治
十
五
︵
一
八
八
二
︶
年
、
中
之
郷

と
鳥
居
平
間
の
大
規
模
な
道
路
改
修
が

計
画
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
十
年
代
初
頭

の
各
村
の
様
子
を
記
し
た
「
滋
賀
県
物

産
誌
」
に
よ
れ
ば
、
鳥
居
平
は
道
路
の

多
く
が
坂
道
で
、
貨
物
の
運
搬
が
非
常

に
困
難
で
あ
り
、
中
之
郷
か
ら
鳥
居
平

に
向
か
う
山
道
が
険
し
く
、
車
馬
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
歩
行
す
ら
容
易
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。　

　

こ
の
道
路
改
修
は
、
翌
年
の
大だ
い

旱か
ん

害が
い

で
中
断
し
ま
す
が
、
二
十
一
年
に
再
開

さ
れ
、
近
隣
村
の
協
力
も
得
て
、
中
之

郷
・
鳥
居
平
間
に
横
た
わ
る
険
し
い
山

地
を
開
削
し
、
道
幅
二
間
︵
約
三
・
六

メ
ー
ト
ル
︶
の
道
路
が
完
成
し
ま
し
た
。

明
治
期
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
間
と
い

う
道
幅
は
か
な
り
広
い
も
の
で
し
た
が
、

四
十
三
年
に
行
わ
れ
た
北
畑
・
熊
野
間

の
長
さ
四
五
〇
間
︵
約
八
一
〇
メ
ー
ト

ル
︶
の
道
路
改
修
で
は
、
道
幅
が
四
尺

︵
約
一
・
二
メ
ー
ト
ル
︶
に
改
修
さ
れ
る

な
ど
、
拡
張
後
の
道
幅
は
様
々
で
し
た
。

大
正
・
昭
和
初
期
の
道
路

　

大
正
九
︵
一
九
二
〇
︶
年
の
旧
日
野
町

内
の
各
箇
所
の
道
幅
を
調
査
し
た
記
録

に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
、
町
内
に
幅
三

間
︵
約
五
・
四
メ
ー
ト
ル
︶
以
上
の
道
は

な
く
、
幅
二
間
以
上
の
道
は
町
場
の
村

井
・
大
窪
・
松
尾
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
幅
四
尺
以
下
の
道
は
、
町
場

に
限
っ
て
み
る
と
約
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
、

農
村
の
大
谷
・
上
野
田
・
河
原
・
小
井

口
・
寺
尻
・
日
田
・
木
津
で
は
六
九
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
大
正

期
に
お
い
て
も
二
間
と
い
う
道
幅
は
広

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

大
正
十
二
年
に
は
、
北
比
都
佐
村
が

県
の
補
助
を
受
け
て
三
十
坪
に
あ
る
道

路
を
幅
一
間
か
ら
二
間
に
す
る
た
め
の

拡
張
工
事
が
、
翌
年
に
は
豊
田
・
増
田

間
の
道
幅
を
六
尺
か
ら
九
尺
︵
約
二
・

七
メ
ー
ト
ル
︶
に
す
る
た
め
の
拡
張
工

事
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
期
に
入
る
と
、
バ
ス
や
自
動
車

町史編さん室　☎�3812　　FAX�3850
　　　　　　　E-mail  chousi@town.shiga-hino.lg.jp

の
出
現
に
よ
り
、
大
正
期
に
は
な
か
っ

た
三
間
幅
の
道
路
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
正
十
年
、
近
江
鉄
道
日
野
駅
前
に
、

バ
ス
会
社
で
あ
る
綿
向
自
動
車
が
設
立

さ
れ
、
当
初
は
、
日
野
駅
～
音
羽
の
本

線
の
み
で
し
た
が
、
大
窪
～
鎌
掛
の
鎌

掛
支
線
、
大
窪
～
川
原
の
桜
谷
支
線
、

近
江
鉄
道
桜
川
駅
～
中
在
寺
の
桜
川
支

線
を
順
次
開
業
し
ま
し
た
。
支
線
の
拡

大
に
よ
り
、
道
路
は
そ
れ
に
対
応
す
る

よ
う
に
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
時
代
に
見
合
っ
た
道

路
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

日
本
が
戦
争
に
突
入
す
る
と
、
中
断
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
、
本
格
的
な
道

路
改
修
の
再
開
は
、
戦
後
を
待
た
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▲綿向自動車の東桜谷車庫（『東桜谷志』より転載）
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